
地
域
の
暮
ら
し
と
雇
用
を
支
え
る
た
め
、
経
済
危
機
対
策
の
発
動
に
当
た
り
、

公
共
事
業
発
注
機
関
の
皆
様
へ
の
緊
急
ア
ピ
ー
ル

政
府
与
党
は
、
世
界
同
時
大
不
況
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
内
需
拡
大
を
目
指
し
、
過
去
最
大
規
模

の
経
済
危
機
対
策
（
国
費
約
十
五
兆
円
、
事
業
費
約
五
十
七
兆
円
）
を
平
成
二
十
一
年
度
第
一
次
補

正
予
算
案
と
し
て
、
国
会
へ
上
程
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
公
共
事
業
費
も
実
質
三
割
増
以
上
（
平
成
二

十
一
年
度
実
質
投
資
／
平
成
二
十
年
度
実
質
投
資
）
を
目
指
し
、
そ
の
裏
打
ち
と
し
て
の
地
方
財
政

に
対
し
て
も
、
地
方
負
担
分
の
九
割
を
支
援
す
る
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
約
一
．
四

兆
円
を
始
め
、
各
種
対
策
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
対
策
を
活
か
し
、
地
域
の
暮
ら
し
と
雇
用
を
支
え
る
た
め
に
、
自
由
民
主
党
と
し
て
は
、

公
共
工
事
発
注
機
関
の
皆
様
に
以
下
の
諸
点
に
つ
い
て
一
層
の
取
り
組
み
が
図
ら
れ
る
よ
う
緊
急

ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

一

過
去
最
大
の
前
倒
し
執
行

経
済
危
機
対
策
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
も
、
先
ず
は
、
入
札
期
間
の
短
縮
な
ど
の
工

夫
も
含
め
て
、
平
成
二
十
一
年
度
予
算
の
過
去
最
大
の
前
倒
し
執
行
に
努
め
る
こ
と
。

一

地
域
の
建
設
産
業
労
働
者
の
雇
用
と
所
得
の
確
保

最
近
十
年
間
で
、
設
計
積
算
上
の
労
務
賃
金
は
約
三
割
減
少
し
た
。
建
設
産
業
労
働
者
の

雇
用
と
所
得
の
確
保
の
た
め
、
発
注
者
と
し
て
、
雇
用
の
実
態
を
踏
ま
え
て
、
で
き
る
だ
け

の
配
慮
と
適
正
な
支
払
い
の
チ
ェ
ッ
ク
に
努
め
る
こ
と
。

一

地
域
の
建
設
産
業
の
再
生

地
域
の
建
設
産
業
は
大
部
分
が
赤
字
の
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
。
技
術
と
経
営
に
優
れ

た
企
業
が
生
き
残
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ら
産
業
の
再
生
に
努
め
る
こ
と
。

一

地
域
経
済
・
雇
用
の
下
支
え
の
た
め
の
最
低
制
限
価
格
・
調
査

基
準
価
格
の
引
き
上
げ

全
て
の
工
事
を
対
象
に
下
限
価
格
を
設
定
で
き
る
最
低
制
限
価
格
・
低
入
札
価
格
調
査
基

準
価
格
制
度
に
つ
い
て
、
現
行
の
考
え
方
で
あ
る
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
観
点
に
加
え
、

市
町
村
等
の
発
注
者
の
判
断
に
よ
り
、
地
域
経
済
を
守
り
、
地
域
の
雇
用
を
維
持
す
る
観
点

か
ら
落
札
価
格
の
引
き
上
げ
に
努
め
る
こ
と
。

そ
の
目
安
は
、
地
域
の
建
設
産
業
と
し
て
の
継
続
的
な
経
営
を
可
能
に
す
る
価
格
水
準

（
少
な
く
と
も
予
定
価
格
の
九
十
％
以
上
）
で
あ
り
、
こ
れ
を
確
実
に
担
保
で
き
る
よ
う
努

め
る
こ
と
。

【
参
考
】

長
崎
県
、
佐
賀
県
で
最
低
制
限
価
格
を
予
定
価
格
の
九
十
％
程
度
ま
で
引
き
上
げ
る
な
ど
、
地
方
公
共
団

体
に
も
公
共
工
事
の
入
札
制
度
を
見
直
す
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。

現
行
の
予
定
価
格
は
、
取
引
実
例
等
に
基
づ
き
、
資
材
費
や
労
務
費
を
積
み
上
げ
て
算
定
し
て
お
り
、
市

場
に
お
い
て
成
立
す
る
標
準
的
な
価
格
（
市
場
価
格
）
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
予
定
価
格
の
算
定
上
、
現
場
で

の
工
事
原
価
は
そ
の
約
九
割
（
直
接
工
事
費
、
共
通
仮
設
費
及
び
現
場
管
理
費
）
。
落
札
率
九
十
％
以
下
で

は
、
品
質
低
下
や
下
請
け
、
労
務
、
資
材
へ
の
し
わ
寄
せ
が
起
こ
り
が
ち
と
な
る
。



一

地
域
要
件
の
適
切
な
設
定

建
設
業
は
請
負
契
約
に
よ
る
受
注
産
業
で
あ
り
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の
産
業
で
あ
る
。

民
間
の
住
宅
建
築
の
よ
う
な
民
民
間
の
契
約
（
相
対
契
約
）
と
異
な
り
、
公
共
発
注
の
場
合

に
は
、
受
注
希
望
業
者
数
の
多
寡
に
よ
り
、
産
業
特
性
と
し
て
行
き
過
ぎ
た
価
格
競
争
に
陥

り
や
す
い
。

こ
の
た
め
、
適
切
な
ル
ー
ル
の
下
で
の
競
争
が
必
要
で
あ
る
。
一
般
競
争
入
札
を
行
う
際

に
も
、
地
域
や
工
事
の
特
性
に
応
じ
た
参
加
条
件
を
事
前
に
明
示
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

一

総
合
評
価
方
式
の
採
用
の
徹
底
と
改
善

「
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
を
遵
守
し
、
総
合
評
価
方
式
の
採
用

の
徹
底
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
同
方
式
の
採
用
に
当
た
っ
て
も
、
雇
用
や
地
域
へ
の
貢
献
な

ど
、
経
済
対
策
の
効
果
が
広
く
地
域
に
波
及
す
る
と
い
う
視
点
に
つ
い
て
、
重
点
的
な
評
価

に
努
め
る
こ
と
。

一

積
算
価
格
の
適
正
化

労
務
費
や
資
材
価
格
等
の
実
勢
価
格
を
適
正
に
反
映
し
た
積
算
を
行
う
と
と
も
に
、
歩
切

り
等
の
違
法
行
為
は
行
わ
な
い
こ
と

一

設
計
変
更
費
用
の
適
正
な
支
払
い

用
地
交
渉
や
警
察
協
議
等
の
遅
れ
な
ど
、
発
注
者
に
起
因
す
る
工
期
延
長
の
場
合
に
は
、

必
要
な
費
用
に
つ
い
て
増
額
変
更
す
る
な
ど
の
設
計
変
更
費
用
の
適
正
な
支
払
い
に
努
め

る
こ
と
。

一

そ
の
他
優
良
な
建
設
産
業
の
再
生
の
た
め
の
必
要
な
改
善

元
請
け
、
下
請
・
労
務
・
資
材
の
支
払
い
等
の
資
金
繰
り
の
円
滑
化
、
前
払
い
、
部
分
払

い
の
活
用
や
予
定
価
格
の
事
後
公
表
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
な
ど
、
公
共
工
事
の
品

質
確
保
を
図
り
、
優
良
な
建
設
産
業
を
再
生
す
る
上
で
必
要
な
改
善
に
努
め
る
こ
と
。

以
上
、
決
議
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
一
日

自
由
民
主
党

政
務
調
査
会

自
由
民
主
党

公
共
工
事
品
質
確
保
に
関
す
る
議
員
連
盟


